
エコアクション２１の概要

① 事業者の環境への取組を促進するため、環境省が策定した中小事業者等でも取組やすい環境経営システム

② 温室効果ガス・廃棄物・水の排出量及び化学物質使用量の管理・削減、グリーン購入、本業での環境配慮等、必
要な環境への取組を規定

③ 環境活動レポートの作成・公表を通じ、環境コミュニケーションにも取組（体制整備～把握・評価～公表の仕組み
を備える）

※ 第三者がガイドラインに適合していることを認めることにより、社会的な評価や信用を得られるようにする仕組みとして、

「エコアクション21認証・登録制度」がある。
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エコアクション２１認証・登録の推移と現状

年間・認証登録数

認証・登録総数

①10人以下

29%

②11人～30人

39%
③31人～100人

24%

④101人～300

人

6%

⑤301人以上

2%

従業員規模別

①製造業

26%

②印刷・出版業

2%

③廃棄物処理・

リサイクル業

21%

④建設・

設備工事業

19%

⑤卸・小売業

8%

⑥自動車

整備業

7%

⑦その他、サー

ビス業等

11%
⑧その他

6%

業種別割合
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エコアクション21取得のための低利融資制度について

環境・エネルギー対策資金（エコアクション21）
対象：エコアクション21の第三者認証を取得した者又は取得が見込まれる事業者
内容：認証を取得するために必要な資金や、 認証を取得する上で掲げた環境目標等を

達成するための設備資金及び運転資金について、 日本政策金融公庫より、
低利融資を行うもの（平成23年度より運転資金について融資対象を拡充）

スキーム図

環境に配慮した
企業

融資

○エコアクション21に取り組む
にあたり、各事業者が掲げた
環境目標の達成に資する設
備の導入に係る資金。
（具体例）
・CO2排出量削減
ex.廃熱回収設備、屋上緑化
・廃棄物排出量削減
ex.生ゴミ処理装置
・総排水量（水使用量）削減
ex.雨水貯水タンク

設備資金

○エコアクション21の認証取得
費用

○上記設備を賃借する場合の
リース料

○二酸化炭素排出量等の削減に
資する製品・サービスの研究・
開発に必要な資金(平成23年
度拡充)

運転資金

融資対象

・エコアクション21
認証取得者

・エコアクション21
認証取得予定者

日
本
政
策
金
融
公
庫

特別利率①

○貸付限度
７億２千万円

○貸付期間
設備資金 １５年以内
運転資金 ５年以内
（特に必要と認められる
場合は７年以内）

○据置期間
設備資金 ２年以内
運転資金 １年以内
（特に必要と認められる
場合は２年以内）

詳しくは、
日本政策金融公庫へ

www.jfc.go.jp

導入
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